
 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 ３０３７ 

令和５年度 美術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 高校生の美術Ⅰ（日本文教出版） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

対象や事象を感じとり、造形的な視点より材料と用具の特性を理解して「絵画・彫刻」、目的・

機能・美しさを感じとり「デザイン」、美術作品の特徴や美しさを感じる心から「鑑賞」の分野

について学習します。一人ひとり、思いや見方、感じ方が、みなそれぞれ多少の違いがあります。

様々な表現形式・色彩・古典的技法などに着目して、自分なりの感じ方、表現を深めていきまし

ょう。いろいろな見方を「鑑賞」で共有して考えを深めてゆきましょう。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

⑴ 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、意図に応じて表現方法を

創意工夫し、創造的に表すことができるようにする。 

⑵ 造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成

し創造的に発想し構想を練ったり、価値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方

を深めたりすることができるようにする。 

⑶ 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも

に、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・対象や事象を捉える造形

的な視点について理解を深

めている。 

・創造的な美術の表現をす

るために必要な技能を身に

付け、意図に応じて表現方

法を創意工夫し、表してい

る。 

造形的なよさや美しさ、表現

の意図と創造的な工夫、美術

の働きなどについて考える

とともに、主題を生成し、発

想や構想を練ったり、美術や

美術文化に対する見方や感

じ方を深めたりしている。 

美術や美術文化と豊かに関

わり主体的に表現及び鑑賞

の創造活動に取り組もうと

している。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

1

学

期 

美
術
っ
て
な
ん
だ
ろ
う 

鑑賞・絵画・彫刻 

オリエンテーション 

教科書を鑑賞し多様な表

現形式を理解して、今後の

創造的活動に役立てる。 

a:形や色彩・材料などの性質やそ

れらが人の感情にもたらす様々

な効果について理解するととも

に全体のイメージで捉えること

を理解している。 

c:美術作品などのよさや美しさ

を感じ取り、美術の働きや文化に

ついての理解を深めている。 

 

ワークシ

ート 

 

個 人 発

表 

 振り返り

シート 

 

意 見 交

換 （デ ィ

スカッシ

ョン） 

人
物
画 

・発想や構想 

・構想を練る 

・制作 

・個々の作品を鑑賞する 

・美術や美術文化で、古典的

な技法に触れ、個々の作品

がどの分野に関連しているか

考察する。 

a:材料（ポスターカラー）を理解

し自分の考えたアイディア・構想

（下絵）をもとに着想して発展さ

せていく。 

b:個々の作品がどのジャンルに

分類されるか、他者の作品との比

較から造形的な美しさを理解さ

せる。 

c:作品が完成した後、様々な作品

との比較研究。様式や技法や着色

の相違を理解し、研究・考察する。 

（写真等） 

見本より

スケッチ・

下絵 （ ラ

フ ス ケ ッ

チ） 

 

絵の具の

理解 

 

着彩の理

解 

他 者 の

作品との

比較 

 

作 品 へ

の 応 用

や 基 礎

技法から

の発展 

作品の合

評 

 

意見交換

（ 個 々 の

カー ドに

よる比較

研究） 

 

個々にお

いては 、

振り返りシ

ー ト の作

成 （ 感想

文） 

２
学
期 

模
写
（油
絵
に
よ
る
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
静
物
画
の
模
写
） 

身近な物、静物画を有名な古

典的な画風から理解し、アカ

デミックな技法によりスケッチ

し、油絵の具の素材を使用し

着彩させる。 

古典的な題材を使用すること

により、作品の時代背景を理

解し、作品への造形を深め、

油絵との適合により、作品へ

の造形が深まる。 

鑑賞においても、古典的な作

品を通して、当時の作者の作

品から関連して、様々な名画

への関心、態度が深まる。 

a:油絵の特性を理解し、より作品

への追求する態度が深まり、完成

度の高い作品になることが期待

される。 

b:有名な作品から受ける完成度

の高い技術を、模写という基礎技

法に基づき、より高度な作品に近

づく効果がある。そのためその作

品から受ける見方や感じ方がよ

り深まる。 

c:セザンヌという印象派の巨匠

の作品の理解が深まり、当時の作

者の作品への関心が高まる。 

 

油絵の基

本的描写 

 

キャンパ

スの理解 

 

スケッチ 

 

油絵の特

性の理解 

油 絵 の

混 色 の

仕方 

 

用 具 の

理解 

ディスカッ

ションによ

る合評 

 

カー ドに

よる審査 

 

個々にお

いては 、

ふりかえり

シート 

感想文 
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３
学
期 

ペ
ー
パ
ー
ウ
エ
イ
ト 

１・２学期は平面的な活動が

中心だったので、３学期は、

立体の課題に取り組む。 

ペーパーウエイトという立体の

造形を理解、用途に応じてデ

ザインを考え、機能だけでなく

形の美しさを考察して、使い

やすさなど多方面からの効果

を捉える。 

a:形や材料などの性質が人の感

情にもたらす様々な効果につい

て理解するとともに、全体から受

けるイメージを捉えることを理

解している。 

b:目的や条件を考え、どうしてそ

の形に設定したか、その形がどの

ような伝え方など、表現の構想を

練っている。 

c:完成した作品に対して創造す

る喜びを味わい、目的や機能、作

品の伝えたいイメージが、他者に

影響を与えることを感じている。 

 

 

構想を練

るための

ラフスケッ

チ 

用 具 の

正しい使

い方 

 

用 具 の

理解 

個々の作

品への講

評 

 

生徒同士

のディスカ

ッション 

 

カード等

に よ る評

価の比較 

 

個々にお

いては感

想文 

１
年
間
の
ま
と
め 

１・２・３学期に学習した内容

のふりかえり 

今後の美術のあり方 

生涯にわたり美術との関わり

を考える。 

c:１年間の造形活動を通して、美

術的な感性を考える。 

美術とは何か、世界と美術との関

わりを理解する。 

 

  １ 年間の

感想 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


